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宮田 章裕1,a)

概要：コワーキングスペースやシェアオフィスなどの共有空間で，利用者同士が対面でコミュニケーショ
ンを行うことは，他者の様々な考えに触れることで，個人では得られない成果を生み出す良い機会である．

しかし，現在コワーキングスペースやシェアオフィスなどの共有空間で活発なコミュニケーションが行わ

れているとは言い難い．こうした現状の一つの要因として，見ず知らずの人とのコミュニケーションを開

始することに心理的障壁が存在することが挙げられる．この問題を解決するため，本稿では匿名性に焦点

を当て，ユーザのコミュニケーション時の匿名性を段階的に変化させることができるシステムを提案する．

1. はじめに

チャットアプリケーションやビデオ通話など，遠隔コ

ミュニケーション手段が豊富になってきている．一方で，

コワーキングスペースやシェアオフィスなどの共有空間の

増加からもわかるように，対面でコミュニケーションを行

うことも依然として重要視され続けていると考えられる．

共有空間での活発なコミュニケーションは，他者の様々な

考えに触れることで，個人では得られない成果を生み出す

良い機会となっている．しかし，現在共有空間で見ず知ら

ずの人とのコミュニケーションが盛んに行われているとは

言い難いと考えられる．こういった現状の一つの要因とし

て，見ず知らずの人とコミュニケーションを開始する際に

心理的障壁を感じる人が一定数存在することが考えられる．

そこで本稿では，共有空間において，見ず知らずの人とコ

ミュニケーションを開始する際の心理的障壁を軽減するた

めの手法を提案する．このシステムは，ユーザのコミュニ

ケーション時の匿名性を段階的に変化させることで，ユー

ザが見ず知らずの人とコミュニケーションを開始する際の

心理的障壁の軽減を狙っている．本稿の貢献は下記のとお

りである．

• コミュニケーション時の匿名性を段階的に変化させる
ことで，見ず知らずの人とのコミュニケーションの開

始を支援する方法を提案したこと．
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• 上記提案のプロトタイプシステムを構築したこと．

2. 関連研究

共有空間において，利用者間のコミュニケーションを支

援する研究が行われてきた．[1]では，初対面の人と情報交

換をする際に，連絡先の代わりにちぎった紙を渡すシステ

ムを提案している．[2]では，ユーザの自己開示を促進する

ことをねらいとして，システムがユーザに，初対面の相手

と会話する際の話題として自己開示項目を提示している．

[3]では，大型グラフィックススクリーンに映ったユーザ

の影と他のユーザの影を結んだ後，あらかじめユーザが設

定したプロフィールをもとに，ユーザ間の共通の話題を提

示することで会話を促進するシステムを提案している．[4]

では，懇親会参加者が自らが公開を許可した個人情報を一

時的に他の懇親会参加者に共有することができるシステム

を提案している．システムを通して個人情報共有すること

で，ユーザが初対面の他の参加者と対話を開始するきっか

けを作っている．[5]では，事前アンケートをもとにした共

通のネガティブな情報を提示することにより，初対面同士

の人の会話のきっかけを作るシステムの提案をしている．

[6]では，他者との交流のきっかけとして双方が興味のあ

るコンテンツを大型ディスプレイに表示するシステムを提

案している．一方は，ユーザ同士がディスプレイの前で対

面すると双方が興味のあるコンテンツを画面に表示する．

もう一方は，ユーザは LEDで指定した，あるいは指定さ

れた場所を会話のきっかけとして使用することができる．

[7]では，共有スペースの大型ディスプレイにユーザが求め

ている情報を表示することで，それを見かけた人から情報



図 1 システムイメージ

の提供を受けることができるシステムを提案している．[8]

では，SNSから取得したイベント参加者の情報をもとに，

ユーザに他の参加者との共通点を提示するシステムを提案

している．[9]では，サードプレイスにおいてディスプレイ

を発端として，コミュニティの形成を行うシステムの提案

を行っている．

3. 研究課題

共有空間で他者と対面でコラボレーションすることは，

様々な考えに触れることで，個人では得られない成果を生

み出す良い機会であると思われる．他者と円滑にコラボ

レーションするには，対面での活発なコミュニケーション

があると良いと考えられる．ユーザのコミュニケーション

を支援する研究は行われてきたが，既存の研究では以下の

ような問題が挙げられる．第一に，コミュニケーションの

形態が対面に指定されている問題である．[1], [2], [3], [4],

[5], [6]では，コミュニケーションの形態が対面に指定され

ている．しかし，見ず知らずの人といきなり対面でコミュ

ニケーションを開始するのが苦手なユーザは，一定数存在

すると考えられる．第二に，匿名性が保証されていない問

題がある．[7], [8], [9]では対面でのコミュニケーションを

指定していないが，ユーザの匿名性が保証されていない．

ユーザの匿名性が保証されていないと，非匿名の対面コ

ミュニケーションを一方が要求してきたら断りづらいと考

えられる．このことは，ユーザが見ず知らずの人とコミュ

ニケーションを開始する上で心理的障壁になり得ると考え

られる．そこで我々は，上記の 2点を解決することを研究

課題とする．

4. 提案手法

3章で挙げた研究課題を達成するために，ここではユー

ザの匿名性に着目する．ユーザが見ず知らずの人といきな

り対面でコミュニケーションを開始することは，ユーザの

状態が匿名から非匿名へすぐさま変化する．我々は，この

匿名性の急激な変化が，ユーザが見ず知らずの人とコミュ

ニケーションを開始することを躊躇してしまう要因ではな

いかと考える．そこで本稿では，ユーザの状態を匿名から

非匿名に段階的に変化させることのできるシステムを提案

する．システムの概要を図 1に示す. このシステムでは，

コミュニケーションの段階を下記の 5つに分けて考える．

• Aware

• Agree

• Discuss(anonymous, remote)

• Discuss(anonymous, F2F)

• Discuss(onymous, F2F)

各コミュニケーション段階の説明

Aware 共有空間内にいるユーザがスマートフォンで投

稿したアイデアが，デジタルサイネージに匿名で表示

される．共有空間内のユーザは自分が興味あるアイデ

アを認識することができる．

Agree ユーザは匿名を保ったまま，興味あるアイデアに

同意を示すことができる．

Discuss(anonymous, remote) ユーザは，興味あるア

イデアの投稿者とスマートフォン上のチャットで匿名

を保ったまま意見交換できる．

Discuss(anonymous, F2F) お互いが F2F(Face to

Face) 要求を出した場合のみ，それをお互いが認識

でき，匿名を保ったまま F2F意見交換に移行できる．

F2F要求が 1方向のみの場合，要求は相手に伝わらな

いので心理的負担が小さい．

Discuss(onymous, F2F) 匿名 F2F の最中，互いが合

意したら実名でのコミュニケーションに切り替える．

このフェーズへの移行はシステムは直接のサポートは

しない．

5. 実装

匿名でユーザがアイデアを投稿できるWebページを用

意する．このWebページは，ユーザが所持しているスマー

トフォンから閲覧することができ，デジタルサイネージに

も表示される．デジタルサイネージにWebページが表示

されている様子を図 2に示す．なお，デジタルサイネー



図 2 Aware の際のシステム

図 3 Discuss(anonymous, remote) の際のシステム

ジをプロジェクタで映像を壁に投影することで代用してい

る．ユーザが，所持しているスマートフォンから，デジタ

ルサイネージに投稿されたアイデアに対して同調の意を

示せるようにする．アイデアを投稿したユーザと，投稿さ

れたアイデアに同調したユーザで，両ユーザが所持してい

るスマートフォンを通じて，匿名・遠隔でのコミュニケー

ションを開始できるようにする．その際のスマートフォン

の画面を図 3に示す．匿名・遠隔コミュニケーションの際

にユーザがコミュニケーション相手に対して対面要求を送

信できるようにする．なお対面要求は双方が送信した場合

に限り，その旨を双方に通知する．

6. おわりに

本稿では，共有空間において，コミュニケーションの開

始の支援を目的として，コミュニケーション時のユーザの

匿名性を段階的に変化させることのできるシステムを提案

した．今後はこのシステムを用いて実験を行い，ユーザが

見ず知らずの人とコミュニケーションを開始する際の心理

的障壁を軽減できたかどうかを検証していく．
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